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国 立 市 指 定 有 形 文 化 財 （建 造 物 ）

旧 国 立駅 舎 は 近 代 国 立 開 発の 数 少ない 象徴 的な 歴 史的

建 造物 とし て 高く評 価さ れ、平 成 18（2006）年 に国 立

市 の指 定 有形 文 化 財（建 造物 ）に 指 定さ れ ました。

主 要な 文化 財指 定 の ポ イ ント

ー、三 角屋 根 の 強 い 個 性 の 意 匠 をも ち、大 正期 木 造駅 舎 と

し て の希 少価 値 が 高い。

駅 の は じ ま リ 皐
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大正 15（1（726）年 ４

月｜日 に開業 し た 国 立 駅 は

箱 根土 地 株 式 会 社 が 建 設 し

当時 の鉄 道 省 に 寄 付 し た 請

願駅（剤 ）で し た。民 間 企

業が建設 し た請 願 駅 の 現 存

例は全 国で も数 少 な く、貴

重な 事例で す。
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国 立 土 地 分 割 売 出 し

く にたち 郷土文化 館所蔵 二、大 正 期 の国 立 学 園 都 市 計画 の 中で 国立駅 舎 が重 要な位

置付け にあ っ た 歴 史的 環 境。

基 本 的 な 構 造 、い わ ゆ る軸 組 み、

い る。

小 屋 組 が よ く 残 っ て
一
一

～丶開業当初、「赤い三 角屋根 に 白い壁 」と い う典 型 的洋 館

風の駅は箱根土地 の開 発 した 分譲地（国 立 大 学 町）の 広 告

塔として大 きな役 割 を狙っ た もの と思 わ れ、当 時 の 分譲 広

告には駅 舎の写真 が 大 きく 掲 載さ れ まし た。

四 、明 治 期 か ら 大 正 期 に か け て の 典 型 的 な 構 造 技 法 で あ る

キ ン グ ポ ス ト ト ラ ス な ど、技法 的 、技術 的 に 重 要 で あ る

解 体 、そ し て 再 築 へ糸 |請 願 駅 ：地 方 自 治 体 ・地 元 住 民 ・民 間 企 業 な ど の 要 望 に よ り 開 設 さ れ た 鉄 道 駅

設計 者 旧 国立駅 舎 は平 成 18（2006）年 にＪＲ中 央 線 の 高架化

工 事 に伴 い、惜 し まれつ つ 解 体 さ れ ました が、解 体工 事は

丁寧 に 行 わ れ、部 材 は 市が 大切 に保 管 し てい まし た。

用地 の確 保 や 建 築 基準 法 の壁 な ど様 々な 困難 を乗り 越 え、

平 成 30（2018）年 に 再 築工 事 を着 工し、令 和 2（2020）

年 ４月 「ま ちの魅 力 発信 拠 点 」と し て開業 に至 り まし た

（元 の 位 置か ら 西 に約 3.2m、南 に約 ４.（7m移 動）。

旧国 立駅 舎 の設 計 者 は 、「箱 根 土 地 会 社 の ラ イ ト 式 建 築

のベテ ラ ンで 河 野 とい う 人 」と い う記 録 が あ り 、近 代 建 築

の三 大 巨匠 の 一 人 に 数 え ら れ る フ ラ ン ク・ロ イ ド ・ラ イ ト

に師 事し た河 野 慱 だ と考 え ら れ て い ま す 。

河 野慱 はフ ラ ン ク・ロ イ ド ・ラ イ ト の 下 、当 時 の 帝 国 ホ

テ ル新館 ・通 称 ラ イ ト 館 の 建 築 に携 わ り ま し た。そ の 後 、

箱 根土地 株式 会 社 に 入 社 し 、目 白 文 化 村 の 住 宅 や 渋 谷 区 百

||汽　
．

軒 店 の劇場 な ど を設 計 し た 後 、国 立駅 舎 の 建 築 に 携 わ っ た

と考 え られ てい ま す。

（1929）年 頃

鉄 道 博 物 館所 蔵

平 面 図 立 面 図 １
７
昭 []４

解 体 部 材 は ｜本 ｜本 調 査

し 、総 数 ４２００点 も の 文 献 や

史料 が 集 め られ 、創 建 当 時 の

写 真 や 図 面の 分 析 を お こ な い 、

復 原 計 画 を 作 成 し まし た。

展 示 室 （旧 手 小 荷 物 扱 所 ）

広間（旧広間）

建築当初、駅 舎 の 間取 り は 間

口 ５間 （約 9.1m）×奥 行 ４間

半（約 8.2m）の 広 間 を中 心 に、

西側 に出 札 室、手 小荷 物扱 所、

かなばり峭 ず

矩 計 図 大 正 15（1926）年 頃

プ リン スホテル 旧蔵 資料

既存 部 材 は劣
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ま ち 案 内 所 （旧 出 札 室 ）
い っ た伝 統 的な 技 術 を

用い て補 修 し、構 造 部

材 の約 70％と い う 高

い 再 利 用率で 復 原 す る

こ と がで き まし た。

保管室、駅 長室、宿 直室な どの業 務部 門 が 置 か れてい まし

た。広 間には腰掛 が置 かれ るな ど、出 札 室 と 同時 に待 合 室

の機能を持ち、幅 ２間 （約 3.6m）の 両開 き 戸 と大壁 に 囲

まれた空間で した。

再築工 事では旧 国立駅 舎 の 創 建時 の 間取 り に復 原 し

能な限り忠実に再 現し まし た。

可
は 馮’丶
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ドーマ ー窓

建築当初 は ド ーマ ー窓

（屋根窓 ）が ４か 所 あ り

ましたＯ過 去 の 修 繕 に よ

り取り 外さ れ まし た が 、

再築工 事 に お い て 復 原 さ

れまし た。

レール 柱

浴 場 窓

ロ マ ネ ス ク風の浴 場窓

（半 円 ア ーチ 窓）に は銀 杏

型 の 桟 が 入れ ら れ、周 囲に

は化 粧 タ イ ルが回さ れてい

ます。

解体 時 、正 面 の 庇 部 分 の

柱や改 集 札 口 上 屋 構 造 材 な

どに は 古 レ ール が 使 わ れ て

おり、当 時 の 資 材 の 流 通 状

況を示 す 貴 重 な 史 料 で し た。

現在 は そ の う ち の ２本 が 庇

を支 え る柱 に 再 利 用 さ れ て

いま す。

旧国立駅舎 令和 2（2020）年　　　　　　　　　　 キングボストトラスの小屋組み

旧国 立駅 舎 は 赤 い 三 角 屋 根 に 白 い 壁 、ド ーマ ー窓 な ど を 配 し、全 体 と し て は イ ギ リ ス の レ ッ チ ワ ース の 田 園 都 市 住 宅 風 の

デザイン に 大駅 舎 で も 用い ら れ る 浴 場 窓 （半 円 ア ーチ 窓 ）が つ い て い ま す。西 側 に 大 き く 流 れ た 非 対 称 形 の 大 きな 三 角 屋 根

が屋根 を軽 く 見 せ て お り、大き な 庇 を 設 け る こ とで 建 物 全 体 に 安定 感 を 与 え て い ま す 。更 に 庇 の 上 下 に あ る浴 場 窓 （半 円 ア ー

チ窓）と 広 間 入 り 口 をロ マ ネ ス ク風 に ま とめ る 事 で 、個 性 的 な デ ザ イ ン とな っ て い ま す 。

＝ミ ・－l〃＝４

大 正 15（|（?26）年 の 創 建

以 来 今 日 ま で 、ま ち の シ ン ボｙL

の ーつ と な っ て い る 旧 国 立 駅 舎

は 、時代 に よ る 駅 の 機 能 の 変 化 、

利 用 者 の 急 増 に よ り 、駅 舎 の 膚

取 り は 何 度 か に わ た リ 改 装 さ tl

て い ま し た が 、外 観 意 匠 を 変 え
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（旧 保 管 室 ）
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展 示 室

（旧 手 小 荷 物 扱 所 ） ７な い よ う、柱 配 置 な どが 考 慮 ･さ

れ、建 築 当 時 の 様 子 を 良好 に 殆

し て い ま し た。
国立駅舎 平成 11(1999)年

ま ち 案 内 所

（旧 出 札 室 ）

言

[匸 １ １

復 原 後 平 面 図

解 体 前 平 面 図　 平 成 11（1999）年



国立大学町の誕生と旧国立駅舎 箱根土地株式会社による開発

国立市域のうち、南 武 線 以 南 の 地 域 は 、江 戸 時 代 に 甲 州

街 道 沿 い の 農 村 と し て 形 づ く ら れ ま し た。一 方、南 武 線 以

北 の 地 域 は 「ヤ マ 」と 呼 ば れ、大 正 時 代 に な っ て も 、ナ ラ、

クヌ ギ、ク リ な ど の 雑 木 の 間 に 点 々と ア カ マ ツ の 大樹 が 混

じ る 雑 木 林 で 、人 家 は ー軒 も な ＜、キ ツ ネ や タ ヌ キ に 化 か

さ れ た 話 も 出 るほ ど で し た。そ ん な 「ヤ マ 」は 国 立 大 学 町

開 発 とい う新 たな ま ち づ く り の 舞 台 と な っ て い き ま す。

大 正 末 期、西 武 グ ル ープ 創 業 の 祖 ・堤 康 次 郎 が 経 営 す る

箱 根 土 地 株 式 会 社 （現 株 式 会 社 西 武 リア ルティソ リュ ーシ ョ

ン ズ）は 、東 京 商科 大 学（現 一 橋 大 学 ）と 共 に、理 想 の 学 園

都 市 を 目指 し 「ヤ マ 」の 開 発 に 着 手 し ま す。国 立 大 学 町 の

誕 生 で す。中 で も 、国 立 駅 舎 は 国 立 大 学 町 開 発 に 当 た っ て

最初 に構 想 さ れ、ま ち の 構 造 や 景 観 の 中 心 に 位 置 づ け ら れ

まし た。そ れ か ら約 80年 、そ の 姿 は ま ち の シ ン ボ ル とし て

長く 人 々に 親 し まれ 、守 ら れ て い く こ と に な り ます 。

国立 大 学町 は、国 立駅 と駅 前 広場 を起点 にそ こか ら延び

る幹 線 道 路（大 学通 り ）及 び放 射状 の道 路（旭 通り、富 士

見 通 り）と 碁 盤 の 目状 の道 路 区 画 によ り、計 画 性の優 れた

特 徴的 な 都市 景観 を形 成 し てい ます。こ のよ うに、駅 や駅

前 広場、大 学 通 り が一 体 的 かつ 象徴 的 に 配 置さ れた国立大

学 町 は、箱 根 土地 株 式 会 社 によ る開 発 の中 でも、最 も完成

度 の 高い まち とい え ます。
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和暦 西暦 事　 項

大正 12 1923 関東大震災

大正 14　1(725

箱 根土地株式 会社が鉄道大 臣に駅 新設の請願書
を提出

箱根土地 株式会社 と東京商科 大学 (現 一橋大学 )
が｢土 地 交換契約 ｣と ｢覚 書 ｣を 締結

国立駅 舎新築工事着工

|国 立大学町の分譲が始まる
士

匸　
－

大正 15 1926ﾚE噐
:開 芋

国立音楽大学が移転、校舎竣工

昭和 2　1927
東京 商科 大学商学専門部 ・商 業教 員養成所 が国
立に移転

国分寺 ～立 川間で電化工 事が完成 し、電 車運転
を開始

大学通りに桜の植樹 が行われる

昭 和 ４ 1 1929

昭 和 (7
昭 和 10 19341935

昭和 26 |(751 町 制施 行・谷 保村 が国立町 とな る

昭和 27 1952 国 立 町 文 教 地 区 が 建 設 大 臣 の 正 式 許 可 を受 け る

国 立 駅 北 口 開 設
‥－

東 京 オ リ ン ピ ッ ク 開 催
（10月 8日 に 聖 火ランナ ーが 国 立 町 内 約 1.5kmを 走 る）

市 制 施 行 ・国 立 町 が 国 立 市 と な る

JR中 央 本線 （三 鷹 ～立 川 間 ）連 続 立 体 交 差 事 業
の 都 市 計 画 浮 上

昭和 34 195(7
一一一 一

1964昭和 39

昭和 42 1967

平成５ 1(793

平成 18 2006

国立駅舎 が国立市指 定有形文化財（建 造物）に
指定さ れる

国立駅舎 を丁寧 に解体し、市 が部材 を保 管する

平成 22 2010
－
2018

西国分寺 ～立 川間 高架化

旧国立駅 舎再築工 事着工平成 30

令和２ 2020 旧国立駅舎開業
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国 立 分 譲 地 区 画 図　 くに たち郷土文化館所蔵

土 地 交 換 契 約 と覚 書
大 正 14（1925）年 、東 京 商 科 大 学 と箱 根 土 地 株 式 会社

は 土 地 交 換 契 約 と 覚 書 を締 結 し まし た。こ の 契 約 と覚書 は、

国 立 大 学 町 の ま ちづ く り の 基 本 を決 め た 歴 史的 な 文 書で す
Ｏ

覚 書 に は 、駅 舎 は 外 観 を 考 慮 し て 入 念 に 建 築 す る こ と どさ

れ て い る ほ か、駅 前 広 場 を設 け る こ と や、大 学 通 り の 幅 員

に つ い て 言 及 さ れ て い るな ど、駅 、駅 前 広 場 、大 学 通 り が

ま ち の 基 軸 とし て 位 置 付 け られ て い ま し た。
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土 地 交 換 契 約 書 （一 部 ）

一 橋大 学 学 園史 資料 室所 蔵
国 立 駅 前 大 正 15（1926）年

く に たち 郷 土 文化 館所蔵
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